
⇒

⇒

・校内研修を充実させ、個別最適で協働的な学びの授業実践を共
有する。（毎学期２回以上）
・アウトプットを中心とした学習活動を実施していく。【毎学期１回
以上】

知識・技能

＜学習上の課題＞
問いを正しく読み取ることに課題がある。
全国学力・学習状況調査においては、無回答率が高
い。
＜指導上の課題＞
習熟や復習に取り組む時間が不十分である。

学力向上策【実施時期・頻度】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と学力向上策

・朝学習の時間をさらに効果的に活用し、基本的な内容の習熟に
取り組む時間を確保する。【年間３５時間以上】

思考・判断・表現

＜学習上の課題＞
生活経験に結び付けて考える問題の正答率が低い。
無回答率が高い。
＜指導上の課題＞
個別最適で協働的な学びのよさを実感し、考えを深められ
る授業実践が少ない。

B

B

学力向上策【実施時期・頻度】

中間期見直し中間期報告

学力向上策の実施状況
③

知識・技能

・朝学習の時間の確保ができている。
・「ドリルパーク」は、課題配信だけでなく、活動が早く終
わった児童が取り組むなど、短時間でも活用している。
・朝学習で、話合いの基本的な行い方を扱うことで、基本
的な話す・聞く力の育成を実施している。

変更なし

評価（※）

思考・判断・表現

・自主的な公開授業の実施が進められ、教職員缶で様々
な実践の共有が定期的に行われている。

・アウトプットを中心にした学習活動を設定し、一人で取
り組むか、小グループで取り組むかなど、課題に応じて
選択できるような機会を意図的・計画的に取り入れてい
る。

変更なし

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 学力向上策の実施状況⑤

思考・判断・表現

国語に関しては、どの項目も全国平均を上回る数値である。しかし、「C読むこと」問題３（２）の複数の条件に合わせて理由を
答える問題では、どの条件も満たさない解答をしている割合が高かった。問題を正しく読み取って解答することの課題がみら
れる。
算数に関しては、どの項目も全国平均を上回る数値である。しかし、問題４（２）のような複数領域にまたがる問題の正答率は
低めであった。さまざまな領域の考え方を生かして問題に取り組む力に課題があることがうかがえた。

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

国語に関しては、どの項目も全国平均を上回る数値である。しかし、無回答率が全国平均を上回っていることが課題である。漢字に直す
問題の無回答率も高いことから、基本的な知識を定着させる指導の充実が必要である。また、国語の勉強が好きだに対しての肯定的な
回答が令和６年度に対し、令和７年度は減少したため、国語に親しむことのできる授業を実施する取組が必要がある。
算数は、どの項目も全国平均を上回る数値であった。しかし、問題２（２）の台形を選ぶ問題と問題３（３）数直線上の分数が問われる問題
の正答率が低い。図形や分数の基本的な理解を深めるなど、基本的な知識・技能を定着させる時間が必要である。

⑥ 次年度への課題と学力向上策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和７年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【与野西北小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


